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Ⅰ

　 今、 手 元 に The Wellesley Index to Victorian 

Periodicals, 1824-1900（5 vols., University of Toronto 

Press, 1966-1989）がある。イギリスがもっとも繁栄した

時代であったヴィクトリア時代に刊行された代表的な定期

刊行物 Periodicals の総目次を収録したものである。例え

ば、第1巻には、Blackwood's Edinburgh Magazine, The 

Cornhill Magazine, The Contemporary Review, The 

Edinburgh Review, The Quarterly Review ら が、 第 2

巻 に は、The Oxford and Cambridge Magazine, The 

Fortnightly Review らが、第3巻には、The New Monthly 

Magazine, The London and Westminster Review, The 

Westminster Review ら が、 第 4 巻 に は、The Dublin 

University Magazine, The British Quarterly Review ら

が含まれている。

　これらの定期刊行物はヴィクトリア時代の研究にとって不

可欠な資料である。というのは、これらは、いわゆるThe 

Times やThe Observer といった新聞とともに発達したイギ

リスのジャーナリズムを支える刊行物であり、ルネサンス以

降のイギリスの近代市民社会の成立とともに発達してきたか

らである。とりわけ 18 世紀後半になると、産業革命の担い

手であった中産階級は、雑誌や新聞などの知識や情報を必

要とし、それがジャーナリズムを発展させてきた。なぜなら、

近代市民として自覚した彼ら中産階級の人びとは、国内外の

動向や新しい時代の啓蒙的な知識を得ることで、民主主義

を基礎とする市民社会を維持・発展させることができたから

である。彼ら中産階級が求めた知識は実に多岐にわたって

いたが、これらの定期刊行物には、内外のニュースをはじめ、

誕生、結婚、死亡などの広告記事から、劇場、法廷、大学

のニュースと解説、新刊書、美術、文学、音楽などの紹介、

スポーツ、科学記事、それに陸海軍関係、さらに第一回万

国博覧会から始まったとされる天気予報まで、様 な々知識・

情報が盛り込まれていたのである。

　とりわけ 1819 年のピータールー事件を経た 1820 年代初

頭のイギリスのジャーナリズムは、流動する社会経済状態の

中で改革をのぞむ市民の声を反映するものであった。だか

らこそ、そのジャーナリズムは当時の支配者にとって危険で

もあり、それをコントロールするために、例えば、新聞には

一部当り4 ペンスの印紙税が課税され、さらには新聞広告

や新聞用紙にも課税されていた。このような厳しい取締りに

もかかわらず、著者はしばしば匿名で投稿するなどして抵抗

し、このヴィクトリア時代にあって、定期刊行物は隆盛期を

迎えた。そのなかには、改革を求める急進派のものから現

体制を擁護する保守派のものまで、種々の政治的立場に彩

られた定期刊行物が刊行された。その中でもトーリー（保

守派）とウイッグ（急進派）の二大政党と結びついたThe 

Quarterly Review とThe Edinburgh Review の影響力は

大きかった。しかし、貴族とブルジョアジーとの妥協的調和

をはかろうとする基本的姿勢をとる両誌には、もはや産業

革命の進行から発生する諸矛盾をかかえることになった市

民の不満を解消することはできなくなっていた。この大衆の

不満を解消し、両誌に対抗できる雑誌が生まれた。それが、

The Westminster Review であり、ベンサム（J. Bentham） 
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が出資し、父ミル（J. Mill）が中心となって刊行された。こ

のような立場の異なる定期刊行物は、それぞれの立場から

法律・政治・経済・文化・教育など、中産階級に関心があ

るあらゆる分野を扱った論考を掲載した。その意味で、ヴィ

クトリア時代の研究者にとって、その専攻分野を問わず、

この定期刊行物はもちろん、その総目次を掲載するThe 

Wellesley Index to Victorian Periodicals, 1824-1900 は、

きわめて重要な資料なのである。加えて、この資料集は、

たんに総目次としてだけでなく、その政治的立場を守るため

に匿名で投稿された論考の筆者を特定化することで、研究

を大幅に促進したのである。

　 と こ ろ で、 こ の The Wellesley Index to Victorian 

Periodicals, 1824-1900 に収録されたイギリスの定期刊行

物のタイトルが示すように、定期刊行物には二つの系列

がある。その一つは、ケイヴ（E. Cave）が創刊したThe 

Gentleman's Magazine などの総合雑誌の系列である。こ

の「マガジン」の原義は「知識の宝庫」を意味する。他の

一つは、『ロビンソン・クルーソの冒険』のデフォ（D. Defoe）

の創刊したThe Review やイギリスのジャーナリズムの鼻祖

と評されるアディソン（J. Addison）とスティール（R. Steele）

が創刊したThe Spectator などの批評誌の系列である。

Ⅱ

　この二系列の定期刊行物とともにイギリスにおいて発達し

たのが The Times やThe Observer などの新聞である。

それは市民、特に知識人は、激動する内外の情勢をより迅

速に求めるようになったために刊行されたものであった。こ

の頃から印刷技術も進歩し、例えば、蒸気機関を動力とす

る印刷機によって１時間に千枚の高速で印刷されていた。そ

してそこに含まれる内容も豊富なものとなった。

　19 世紀中頃になると、イギリス内外の情勢は安定し、「世

界の工場」「世界の銀行」としての地位を築き、1850 年代

のイギリスはまさに「黄金時代」となった。国内には世界

の富が集められ、義務教育の普及によって知識人だけでな

く、市民の知的水準は向上し、新聞を含む定期刊行物の

大衆化が進んだ。当時アメリカではすでに「ペニー・マガジ

ン」と呼ばれる安価な雑誌が流行し、まさに「ペニー・マガ」

時代が到来していた。この流れがイギリスでも始まったので

ある。

　1842 年 5 月14 日にイングラム（H. Ingram）によって創

刊されたThe Illustrated London News（写真１）は、まさ

にイギリスが黄金時代を迎えようとする時代に産声をあげた

写真 1：The Illustrated London News 創刊号（1842 年 5 月 14 日）
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定期刊行物雑誌の大衆版であり、それゆえ内容は雑誌であ

りながら、形式的にはタブロイド版の週刊新聞の形態をとっ

ていた。さらに重要なのは、その名称からも明らかなように、

平均 16 頁だてで、6 ペンスのこの新聞は、平均 30 数葉の

挿絵で飾られていることである（写真 2）。イングラムはイン

グランド中部の田舎町ボストンの出身であり、当時のジャー

ナリズムで活躍した人びとと同様、同じ町の印刷業者に徒弟

奉公し、その技術を学ぶ一方、大衆の求める趣旨を先取り

し、挿絵入新聞を公刊したのである。このThe Illustrated 

London News で成功したイングラムは 1848 年にはThe 

London Telegraph を刊行し、1853 年には下院議員に選出

されたものの、1860 年、旅先のアメリカでハリケーンに巻き

込まれ、ミシガン湖に船とともに沈んだ。

　The Illustrated London News の初代編集者は、ベイリー

（F.W.N. Bayley）であり、この刊行物の特徴である挿絵は、

ギルバート（J. Gilbert）、フォスター（B. Foster）など優れた

画家により描かれた。このような豊富な紙面・優れた挿絵、

妥当な安さが、この週刊新聞の成功の理由であった。創刊

号は 2 万 6 千部発行され、数ヵ月後には 6 万部に達し、さ

らに 1 年後には 12 万部に達した。こうしたThe Illustrated 

London News の部数の増加の背景には、1833 年には広告

税が、さらに 1836 年には印紙税が１ペンスに引き下げられ

ていたことも一因としてあった。もっとも、ヴィクトリアの最盛

期を画した 1851 年の第一回大英博覧会開催の前年でもな

お、印紙税は 1 ペンスのままであった。この博覧会場では

The Illustrated London News の印刷機が展示され、水晶

宮 （写真 3）とともに博覧会の呼び物の一つとなっていた。

印紙税はイングラムがThe Times との協力により、1855 年

には廃止され、そのためこの時期の発行部数は 120 万部に

も及んだ。それは、労働者が、コーヒー店や床屋で新聞を

よむ必要がなくなり、新聞が家庭へと広がったためであった。

写真 3：ロンドン万博の水晶宮
           （1851 年 5 月 3 日号 博覧会付録）

写真 2：The “Illustrated London News”、毎週土曜発行、30 葉の挿絵、価格 6 ペンス（創刊号 1842 年 5 月 14 日）
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　このThe Illustrated London News での報道記事の具

体例をあげてみよう。創刊号では、ハンブルグの大火の挿絵、

ご成婚二年目のヴィクトリア女王が主催した仮面舞踏会（写

真 4）の挿絵が掲載されたように、その後イギリスでのあら

ゆる出来事、例えば、ロンドン万博、クリミア戦争、第一次

大戦（写真 5）、ヴィクトリア女王の大葬（写真 6）、エリザベ

ス女王の戴冠など、戦争と国家事業の情報をイギリス市民

に広く伝えたのである。

写真 4：ヴィクトリア女王主催の仮面舞踏会
（創刊号 1842 年 5 月 14 日）　

写真 5：第一次世界大戦：ドイツ軍の攻撃により破壊された
           ノートルダム大聖堂（1914 年 10 月 3 日号）

写真 6：ヴィクトリア女王の大葬 （1901 年 2 月 9 日号）
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Ⅲ

　明治期における日本の近代化は、The Illustrated London 

News が刊行されていたヴィクトリア時代のイギリスを抜きに

しては考えられない。というのは、幕末・明治期にあって、

多くのイギリス人がお雇い外国人として来日し、日本人学生の

教師となり、技術者としてその優れた技術を日本人に移転し

た。他方、多くの日本人留学生がイギリスで「富国強兵」に

必要な自然科学（福沢諭吉の「実
サイアンス

学」）はもちろん、多くの

最新の技術を修得したし、社会科学、人文科学をも学んだ。

　まさにこの時代にあってThe Illustrated London News

は、挿絵の助けを借りて、東アジアとりわけ日本の、そして

日英関係について多くの情報を提供してきた。その点では、

本紙がヴィクトリア朝イギリスを知るうえできわめて貴重な資

料であることはもちろん、まさに近代化を進めようとしていた

東アジアとりわけ日本とイギリスとの関係を明らかにしている

という点でもまたきわめて貴重な資料である。このような視点

から『描かれた幕末明治』が編集・出版されていることから

も分かるように、日本史、日英交流史、さらには日本の社会

史研究の視点からもきわめて重要な資料を提供してくれる。

　ところで、この日本における特派員・挿絵画家として活躍

したワーグマン（C.Wirgman）について言及しておく必要が

あろう。 The Illustrated London News は、1856 年 10 月

第二次アヘン戦争（アロー戦争）（写真 7）が起こると挿絵

画家として有名なワーグマンを中国へ送り出し、さらに 1861

年には日本へ送り出した。日本における彼の特派通信員・

写真 7：中国のアヘン吸引者たち（1858 年 11 月 20 日号）

写真 8：薩英戦争：鹿児島の砲撃、燃える薩摩の蒸気艦 3 隻（1863 年 11 月 7 日号）
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挿絵画家としての精力的な活躍によって、The Illustrated 

London News に掲載された日本関係記事は膨大な数にの

ぼる。例えば、薩英戦争（1863）（写真8）、馬関（下関）戦

争 （1864）（写真9）が大々的に取り上げられたし、1894 年

から翌年にかけての朝鮮の情勢もまた頻繁に描き出された。

このような政治・経済上の記事だけでなく、三河万歳、琵琶

ひき、髪結いなど日本の風俗や習慣（写真 10）を絵入りで

掲載した。加えて、1862 年に彼は居留地の外国人向けの

漫画誌The Japan Punch を刊行し、また高橋由一や五姓

田義松など日本人に洋画を教えた。明治期に入ってからは

The Illustrated London News への投稿は少なく、特派員

としての地位は下がるようになり、1888 年には帰国し、1891

写真 9：馬関（下関）戦争：戦闘後の下関低地砲台の内部（1864 年 12 月 24 日号）
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年に亡くなった。

　 ところで、今 回 購入できた The Illustrated London 

News は、創刊号以降 1917 年までの全 151 巻であり、重要

なことは、そのオリジナル版の善本であり、きわめて貴重な

ものであるということである。多くのイギリス史、近代日本史、

日英政治・経済交渉史、日英外交史、アジア史の研究者に

とって、堀尽くすことのない宝庫といえるであろう。大方の利

用を期待したい。

在、私は「研究開発コンテスト」が基礎・応用研究に与える影響について検証を進めています。研究開発コンテストとは、

事前に提示された社会的・技術的課題に対し、研究者が競争して解決策を提示する仕組みであり、通常、賞金等の

経済的インセンティブが付随します。著名な例として、米国の X prize 財団が有人宇宙旅行実現に向け開催した Ansari X 

prize が挙げられます。

　コンテストが研究開発を促進することを示唆する事例研究や、組織内外の研究者が連携して研究開発を行うオープン・イ

ノベーションに対する社会の関心の高まりを背景に、今後、これまで主に助成金により支持されてきた基礎・応用研究にもコ

ンテストの仕組みが広く利用されるようになるかもしれません。しかし、その影響や効果は検証されていません。

　このような問題意識から、私は RoboCup を対象にコンテストが基礎・応用研究に与える影響の検証に取り組んでいます。

RoboCup とは、21 世紀中頃の FIFAワールドカップでの、人型ロボット選手だけから構成されるサッカー・チームの参加の

実現と勝利を目標として、毎年、各国の研究者の協力・連携により運営されている研究開発コンテストです。影響の検証に際し、

計量書誌学の手法に従い、研究者の論文数 （「研究生産性」の指標）と論文の被引用数 （「研究の質」の指標）を使用し、

情報源として、計量書誌学研究において代表的な学術文献データベースの一つであるWeb of Science を利用しています。

　研究の情報源として Web of Science は貴重なデータベースです。しかしその一方で使用に際し、同姓同名の研究者の存

在や論文によって異なる同一研究者の名前表記等の課題を解決する必要があります。そのため計量書誌学研究では、実際

の検証に先立ち、研究者と論文を正しく対応づける地道な作業が必要です。

Web of Science® は、100 年にわたる論文の引用・

被引用情報を簡単に辿れる、各分野のコアとなる学

術雑誌のみを厳選収録した学術文献データベースで

す。EndNote Web, ResearcherID と共に、執筆、

管理、研究成果の発信まで、研究活動のワークフロー

を提供します。

研究開発コンテストは
研究者の行動・パフォーマンスに
どのような影響を与えるか

商学部准教授
岡村　浩一郎

Web of Science®とは

Web of Science® （THOMSON REUTERS）の画面例

こんな風につかってます

私の電子情報活用事例 １vol.

̶影響の検証におけるWeb of Scienceの利用̶

現

井上　琢智（いのうえ　たくとし）

関西学院大学　経済学部教授

専攻は近代経済思想史で、今は特に近代経済学と日本の近代化、
経済学の制度化の問題を扱っている。
主な著書に『黎明期日本の経済思想：イギリス留学生・お雇い外国
人・経済学の制度化』（日本評論社、2006）、『ジェヴォンズの思想
と経済学：科学者から経済学者へ』（日本評論社、1987）、主な編
著に、Economics in Meiji Japan : Collected Works of Western 
Origin , Ⅰ - Ⅲ（Pickering & Chatto, 2009-2011）、『 幕末・明治初
期邦訳経済学書』（ユーリカ・プレス、2006-）、W. Stanley Jevons : 
Collected Reviews and Obituaries , 2 vols. （Thoemmes, 2002）、 

『近代経済学の開拓者』（昭和堂、1986）、『マーシャルと同時代の経
済学』（ミネルヴァ書房、1993）等がある。
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写真 10：口紅を塗る日本の少女（左）
             三河万歳（右）（1864 年 9 月 24 日号）




